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プライバシーが守れる体温検知型AIセンサ
更衣室やトイレといったプライバシー侵害の懸念が

強い屋内空間での防犯や見守りを実現します
#ウェルビーイング・人的資本経営 #顧客体験価値向上

AI機能を搭載したカメラではプライバシー侵害の懸
念が強く、プライベート空間で高度な人物センシン
グ可能な技術が確立していません。

屋内の防犯・見守りIoTデバイスとして、
プライバシーの懸念が強く、これまで監視カメラの
導入できなかった空間の見守りを実現します。

物体検出モデルと追跡モデルを組み合わせ、低解像度サーモセ
ンサ画像に適用することで、プライバシー性を担保したまま人
物の位置を検出し続けるセンシング技術

24x32ピクセルという低解像度なサーモセンサを用いて、人物
同士が重なる状況においてもそれぞれの人物を高性能に検出し
続けられる技術は世界初

警備業界、住宅業界、ホテル業界、介護業界
• 離れて暮らす家族の見守り・異常検知（寝たきり／転倒／不審者検知）
• 更衣室などの利用状況の可視化
• 人の位置に応じたライトやエアコンの自動制御
実フィールド検証：2024年度、商用展開予定時期：2025年度

出展社＝NTTドコモ株式会社 関連リンク＝ライフスタイル共創ラボ「トイレでも安心。プライバシーが守れる体温検知型AIセンサ〜匿名性を担保した屋内向け人物検出技術〜」（2024年3月）／
報道発表「沖縄県浦添市とドコモ、体温検知型AIセンサを活用した、子育て支援施設の利用状況配信実証を開始」（2024年10月）

問い合わせ先URL 社外連携先＝浦添市

https://smartcity.ad.at.nttdocomo.co.jp/technology_detail8
https://www.docomo.ne.jp/binary/pdf/info/news_release/topics_241015_00.pdf
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=901&param03=B03-05
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